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平成25年度の共同研究計画
＜競技者育成グループ＞
１）H23～25年度の課題を考慮したトレーニング計画の評価
　H23年度に明らかにした北方圏のトレーニング課題から，年間トレーニング計画を構築したものを評価し，
ジュニアおよび成人競技者の競技力向上，H24年度の冬季トレーニングの手段・方法におけるトレーニング効
果（即時・長期的）を明らかにし，北海道型の競技者育成方法について結論づける。
２）スポルクラブを含む本学の競技者を対象とした競技者育成プログラムの３年間の評価
　１）に加え，巨視的にみた場合の３年間という短期期間トレーニングサイクルで，戦術的・技術的な変化が
みられるのか，バイオメカニクス，スポーツ運動学，ゲーム分析などから評価する。
３）対象者の競技結果の成果と戦術・技術の変化における縦断的な事例研究
　ある特定の選手（ポジション別，全国トップクラスまたは北海道地方レベルの選手など）の３年間またはそ
れ以上の期間における競技パフォーマンスの変化について事例的に報告し，ジュニア選手が目標とする知見を
明確に提示する。
＜マネジメントグループ＞
１）北海道における「スポーツ立国戦略」の在り方の提唱
　H23・24年度の情報収集および問題・課題検討から，北海道における「スポーツ立国戦略」について，スポ
ルクラブをはじめ，プロスポーツやスポーツクラブ，地域などでの実践から，在り方の提唱を行う。また，以
下の研究発表を計画し，成果を具体的に論文としてまとめるものである。
２）スポルクラブを拠点とした「好循環」の実践
　H24年度に検討した北海道における「スポーツ立国戦略」の実践を，各種イベント，出張および本学スポル
クラブのプログラムにより，具体的にいくつか実践し，「好循環」の創出につながるものであるか実証する。
具体的には，各種プログラムの実施前後の好循環の程度，意欲，満足度の調査結果から検証する。
３）プロスポーツと地域スポーツの連携による「好循環」の実践
　上記２）に加え，H24年度に検討・調整した，トップスポーツと地域スポーツの「好循環」創出の連携事業
について，道内にあるプロスポーツチームや選手を対象に実践し，その実施チームおよび選手ならびに参加者
調査を行い好循環の程度を検証する。
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平成25年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
＜競技者育成グループ＞
１） H23～25年度の課題を考慮したトレーニング計画の評価
　H23年度に明らかにした北方圏のトレーニング課題から，年間トレーニング計画を構築したものを評価し，
ジュニアおよび成人競技者の競技力向上，H24年度の冬季トレーニングの手段・方法におけるトレーニング効
果（即時・長期的）を明らかにし，北海道型の競技者育成方法について結論づける。（達成度：85％）
　北海道での冬季トレーニングの課題を明確にするために，陸上競技，体操競技，エアロビック競技，バドミ
ントン，硬式野球を中心に年間トレーニング計画の立案及び実践を行った。
　「北海道型」の選手育成方法の特徴として，屋内競技は，年間を通し適度な室温で充実したトレーニングを
継続できること，屋外競技では，夏季の冷涼な環境で高強度のトレーニングを実施できること，冬季の積雪期
間が6カ月と長期間となり，室内トレーニングの工夫と充実が必要であり，選手のモチベーションを低下させ
ない「遊び」を含めたトレーニングの実施が重要であることを明らかにした。
２）スポルクラブを含む本学の競技者を対象とした競技者育成プログラム３年間の評価
　１）に加え，巨視的にみた場合の３年間という短期期間トレーニングサイクルで，戦術的・技術的な変化が
みられるのか，バイオメカニクス，スポーツ運動学，ゲーム分析などから評価する。（達成度：90％）
　陸上競技においては，北海道内の日本学生女子一流走幅跳選手を対象として，競技成績とジャンプパフォー
マンスの関係と，踏切におけるキネマティクスを縦断的に比較し，ジャンプパフォーマンスの変化と競技パ
フォーマンスが対応して変化していること，試合前後におけるジャンプパフォーマンス測定により踏切のキネ
マティクスの差を反映する可能性があることを明らかにした。研究成果の結果，平成25年度，日本学生陸上競
技対校選手権大会にて１位，国際大会ではマレーシアオープン，アジア室内陸上競技選手権の日本代表選手と
してともに1位という成績を収めた。　
　バドミントンにおいては，バドミントンの北海道ジュニア強化選手の体力はナショナルジュニア選手と比較
すると有意に低い値を示したが体力と競技力との関係は認められなかったため，技術・戦術が競技力に影響を
及ぼす可能性が示唆された。バドミントンの強豪国である台湾における調査を行った結果，多くの中高年者が
生涯スポーツとしてバドミントンを実施していることが明らかになった。
　体操競技においては，姿勢欠点の修正トレーニングの事例を取り上げ，修正に至るまでの動感意識の様相を
運動学の立場から分析し，選手の動感発生を促発するための指導者の視点を明らかにした。また，冬季期間の
跳馬運動において，幇助用具を用いたトレーニング方法の効果と問題点を発生論的運動学の立場から明らかに
し，不足部分を補填するトレーニングを立案し実践した。なお，平成23年度に女子が全日本インカレ２部で総
合３位という成績を挙げた。
　エアロビック競技においては，国際大会で常に上位の成績を残しているフランスのナショナルチームの選手
育成に関する調査を行った結果，体操クラブとの連携，体操施設を利用した練習方法，競技フロアの設置など
の必要性が示唆された。また，競技エリア，芸術点，難度点に大きな変更があった2013年からの国際体操連盟
の新採点規則の方向性を明らかにした。新採点規則に対応した指導実践の結果，本学エアロビック競技部男子
選手が全日本エアロビック選手権ペア部門優勝，シングル部門２位となり，国際体操連盟主催ワールドカップ
に出場し，日本人男子初の２大会連続メダル獲得，2013年年間ランキング３位の成績を収めた。
　硬式野球においては，ハワイの野球選手育成に関する調査を行った結果，日本はスポーツ環境の充実と指導
者の競技に対する情熱と工夫が必要であることが明らかになった。そして，ジュニアおよび大学生への指導で
は，野球自体が持つ教育力を重視して指導することの重要性を明らかにした。また，日本車椅子ソフトボール
協会を設立し，車椅子ソフトボールの普及活動を行って競技力向上研究を推進している。
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３）対象者の競技結果の成果と戦術・技術の変化における縦断的な事例研究
　ある特定の選手（ポジション別，全国トップクラスまたは北海道地方レベルの選手など）の３年間またはそ
れ以上の期間における競技パフォーマンスの変化について事例的に報告し，ジュニア選手が目標とする知見を
明確に提示する。（達成度：80％）
　道内各種競技団体，地域のジュニア選手と連携し，合同練習会や強化合宿を開催し，一貫した指導システム
構築のための体制づくりを行った。
　バドミントンにおいては，ジュニアクラブと連携し，同一の指導者による小学生から大学生まで一貫した指
導を実施する体制を構築した。
　陸上競技においては，平成25年５月に野幌運動公園にて「走り方教室」を開催し，江別市内の小学生１年～
６年生まで約60名を対象とし，脚のバネの使い方，骨盤と肩甲骨の動作を連動させるためのトレーニング方法
を指導した。また，平成25年11月，平成26年１月および２月に江別市内中学陸上競技部55名を対象に，陸上ク
リニックを開催し，中学生に適切な冬季トレーニングの紹介と大学陸上競技部の学生指導者が各種目に分かれ
て技術指導をした。
　野球においては，平成25年１月に小学校４・５年生約300名を対象として，北海道高等学校野球連盟と連携
し野球教室を開催し，投打守走の基本技術の指導と体力測定を実施した。同年７月には江別市野球連盟と連携
し，地元中学生約40名を対象とし，少年野球教室を開催した。
　エアロビックにおいては，北海道エアロビック連盟と連携し，ナショナル強化選手の合同練習会を開催し，
エアロビック競技の基本技術の指導実践を行った。また，平成25年８月に日本代表選手の強化合宿を行い，エ
アロビックフロアのある環境下でのトレーニングを実施した。
　これらの取り組みによりジュニア選手からトップレベルまで一貫した指導システム構築のための体制づくり
を行うことができた。
＜マネジメントグループ＞
１）北海道における「スポーツ立国戦略」の在り方の提唱
　H23・24年度の情報収集および問題・課題検討から，北海道における「スポーツ立国戦略」について，スポ
ルクラブをはじめ，プロスポーツやスポーツクラブ，地域などでの実践から，在り方の提唱を行う。 （達成度：
90%）
　北海道における「スポーツ立国戦略」について，文部科学省による「地域スポーツとトップスポーツの好循
環推進プロジェクト」に選定された北海道内の２つの総合型地域スポーツクラブへのヒアリング調査を実施し
た。とくに「北海道型」に着目し，北海道の積雪寒冷地域のメリットとして，冬期間に暖かい室内環境で運動
を実施出来ることなどがあげられ，デメリットとして冬期間の暖かい室内環境は限定的であることなどがあげ
られ，プロジェクトの実施が冬期間の運動実施率向上効果を生み出していることを明らかにした。
　プロスポーツとの連携は，最終的には実現できなかったものの，「北海道型」のスポーツ立国戦略の実践へ
向け，スポルクラブはじめ地域スポーツクラブとの連携を深め，全道および積雪寒冷地域に広めたい。
２）　スポルクラブを拠点とした「好循環」の実践
　H24年度に検討した北海道における「スポーツ立国戦略」の実践を，各種イベント，出張および本学スポルク
ラブのプログラムにより，具体的にいくつか実践し，「好循環」の創出につながるものであるか実証する。具体
的には，各種プログラムの実施前後の好循環の程度，意欲，満足度の調査結果から検証する。（達成度：90%）
　本研究センターに設立された総合型地域スポーツクラブ「スポルクラブ」周辺地域住民の運動やクラブ加入
に関する意識調査（運動実施状況，体力，部活動経験，スポルクラブへの興味関心，会費や希望プログラム
等）を実施した結果，クラブの活動の周知や会員数拡大へもつながり，これまで運動を実施していなかった層
における実施率向上に寄与することができた。平成25年５月調査では，会員分布が少ない周辺地域を対象とし
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研究論文等公表状況
て14,920世帯に配付し，回収は739部であった。クラブ認知度は高くない（26.5%）が，「運動したい」（17.3%）
が回答中多かった。希望する運動は現プログラム内容と同様な傾向であった。また，平成25年11月のクラブ会
員対象調査の結果（会員491名中222名回収），入会前の運動未実施会員は89名（回答者中34.6%）だが，入会後
の運動実施は向上しており，スポルクラブが地域住民の運動実施率の向上に貢献出来ているという結果を得た。
　これら調査結果は，スポルクラブ実施プログラムによるものであり，具体的な「好循環」につながるイベン
トやプログラムは，前出報告のとおり，競技者育成グループと連携し，いくつか実践している。今後は，スポッ
ト的な開催ではなく，スポルクラブの継続的・定期的なプログラムとして開催し，それらの効果について，さ
らに検討していくものである。
３）　プロスポーツと地域スポーツの連携による「好循環」の実践
　上記２）に加え，H24年度に検討・調整した，トップスポーツと地域スポーツの「好循環」創出の連携事業
について，道内にあるプロスポーツチームや選手を対象に実践し，その実施チームおよび選手ならびに参加者
調査を行い好循環の程度を検証する。（達成度：90%）
　プロスポーツの地域密着の現状を調査するために，北海道型スポーツ振興策についての検討を実施し，レバ
ンガ北海道（JBL所属プロバスケットボール）を対象として，現状の把握と北海道型スポーツ振興としてのプ
ロスポーツのあり方を探った。観客実態調査は，平成24年２月（観客数1,357名中475部回収）と，３月（同数
2,666名中1,026部回収）に２回実施した。その結果，観客の多くが女性であり，リピーターであること，地元チー
ムや特定選手の応援など地域密着性が高いことが明らかとなった。また，観戦者のなかで中学・高校時代にバ
スケットボール部員であった者の比率が高いこと，観戦頻度が多い観戦者ほど，レバンガ北海道のファンであ
ることを自認して応援する傾向にあること，観戦初心者ほど友人や家族の誘い，子どもの付添いといった外発
的要因によって観戦する傾向にあることが明らかになった。これらの調査結果は新聞特集記事で取り上げられ
た。今後も継続した調査を要請されており，データのフィードバックを行いながら，北海道のプロスポーツを
下支えし，北海道型プロスポーツのあり方を見出したい。
　トップスポーツとしてプロスポーツと連携した「好循環」については，プロスポーツクラブの地域密着性を
念頭に置きながらも，利害関係が発生することが多く，理想や理念だけでは事業が進まないことも多く，大き
な課題となった。今後は，プロスポーツに限らず，本学学生の競技性や近隣アスリートを含めたトップスポー
ツの「好循環」を考えていきたい。
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・廣田修平：跳馬運動における冬季トレーニング方法に関する発生運動学的考察．北翔大学北方圏生涯スポーツ
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学生涯スポーツ学部研究紀要，5：29−36，2014．
・千葉直樹：札幌のプロバスケットボールチームにみる観戦者特性の変化に関する研究．生涯スポーツ学研究， 
2014．［査読付］（印刷中）
・Chiba，N．: Sport，Migration and National/Ethnic Identity of Japanese-Canadian/ American Players in the 
Japanese Ice Hockey League．Asia Pacific Journal of Sport and Social Science，2（3）：1−12，2014．［査読付］
・Chiba，N．: Migratory Motivations of American Professional Basketball Players in Japan，Spain and 
Australia．Asia Pacific Journal of Sport and Social Science，2（2） : 104−116，2013．［査読付］
・千葉直樹，永谷稔：北海道におけるプロバスケットボールの試合開催に伴う経済効果に関する研究．北翔大学
北方圏生涯スポーツ研究センター年報， 4：7−11，2013．
・菊地はるひ：エアロビック競技の新採点規則FIG CODE OF POINTS 2013-2016と今後の展望．北翔大学北方
圏生涯スポーツ研究センター年報， 4：13−17，2013．
・北村優明，門口智泰，沖田孝一：北方圏ジュニア選手およびナショナルジュニアバドミントン選手の運動能力
における一考察．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報， 4：19−22，2013．
・永谷稔：総合型地域スポーツクラブの学校体育支援活動─北海道内２つのクラブに着目して─．北翔大学生涯
スポーツ学部研究紀要， 4：37−44，2013．
・Chiba，N．：Migratory motivations of American professional basketball players in Japan，Spain and 
Australia．Asia Pacific Journal of Sport and Social Science，1−13，2013．[査読付]
・北村優明，山下賢一：南方圏における中高年世代のバドミントンクラブ活動形態について．北翔大学北方圏生
涯スポーツ研究センター年報， 4：23−26，2013．
［図書］
・千葉直樹：グローバルスポーツ論─「越境スポーツ選手」の社会学．pp. 1−184，MyISBN─デザインエッグ社，
大阪，2014．
［学会発表］
・永谷稔：大学が運営する総合型地域スポーツクラブの現状と今後の課題．平成25年度北海道体育学会第53回大
会，北海道教育大学函館校，2013. 12. 7．
・永谷稔，千葉直樹，畠山孝子：北翔大学における総合型地域スポーツクラブ周辺住民調査について─札幌市厚
別区の調査結果から─．平成25年度北海道体育学会第53回大会，北海道教育大学函館校，2013. 12. 7．
・永谷稔：北海道と沖縄のプロバスケットボール観戦者の比較について．日本体育学会第64回大会，立命館大学，
2013．8．28．
・畠山孝子：炭鉱企業におけるスポーツの導入と戦前の展開─北海道炭礦汽船株式会社の事例─．日本労務学会
北海道支部会，北海学園大学，2013. 6. 22．
・永谷稔：総合型地域スポーツクラブの学校体育支援活動─北海道内２つの事例から─．日本体育・スポーツ経
営学会第36回大会，京都教育大学，2013. 3. 22．
・千葉直樹：国境を越えたプロバスケットボール・リーグのグローバル戦略と経営─ユーロリーグ，ＮＢＬ，bj
リーグの事例研究─．日本スポーツ社会学会第22回大会，福山大学，2013. 3. 18．
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＜健康スポーツ研究分野＞
共　同　研　究　課　題 研　究　分　野
北海道型スポーツ振興システムの構築 健康スポーツ研究分野
構
　　　
成
　　　
員
氏　　名 所属学校・研究機関等名 学部・学科・一般教育・研究所等名 職　　名
上田　知行
青木康太朗
浅尾　秀樹
増山　尚美
粥川　道子
花井　篤子
井出幸二郎
小坂井留美
加藤　　満
須田　　力
白川　和希
相内　俊一
本多　理紗
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学短期大学部
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
生涯学習システム学部学習コーチング学科
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
ライフデザイン学科
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
北方圏生涯スポーツ研究センター
北方圏生涯スポーツ研究センター
北方圏生涯スポーツ研究センター
北方圏生涯スポーツ研究センター
北方圏生涯スポーツ研究センター
准 教 授
准 教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
研 究 員
研 究 員
研 究 員
研 究 員
研 究 員
平成25年度の共同研究計画
＜健康スポーツ推進グループ＞
１）スポルクラブ会員およびモデル地域の住民に対応した「健康スポーツプログラムパッケージ」の実践および
その効果の検証
２）スポルクラブとモデル地域を結ぶ「健康スポーツ指導者人材ネットワーク」の実施
３）モデル地域における持続可能な「生涯スポーツ支援システム」の実施（地方市町村の健康スポーツ活動の自
　立化
４）アクアフィットネスを活用した「生涯スポーツ支援プログラム」の構築
＜自然体験活動グループ＞
１）自然体験活動指導者養成プログラムのカリキュラム作成と評価法に関する研究とまとめ
２）養成した指導者を活用した地域又は学校等との連携事業の実施とそのまとめ
平成25年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
＜健康スポーツ推進グループ＞
１）スポルクラブ会員およびモデル地域の住民に対応した「健康スポーツプログラムパッケージ」の実践および
その効果の検証（達成度：90％）
（1）平成24年度に引き続き，ゴルポッカや他の類似したニュースポーツに対して実施した生理的負担度を士別
市および紋別市において行なった。雪上歩行具によって埋没する深さや生理的特徴に違いがあることが明ら
かとなった。
（2）平成25年６月から10月の間に，閉じこもり予防を目的とした訪問型介護予防教室を行なった。高齢者専用
集合住宅の集会室へ訪問した運動教室には，通い型の運動教室では参加しない層の参加が見られ，高齢者が
集いやすい環境を設定することの重要性が示唆された。
（3）北海道において高齢化率の高い自治体である赤平市，余市町，月形町において，60歳以上の地域住民と高
齢者を対象に，平成23年度平成24年度に引き続き体力測定会を実施した。平成24年度体力測定会参加者を対
象に，単年度のみ参加した人と次年度に継続して参加した人の特徴を検討したところ，週に１回以下の外出
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頻度の人に対し，週に２−３回外出している人で有意に継続参加の確率が高まることが示された。
（4）平成26年１月から２月にかけて，札幌市や別海町，月形町，余市町，赤平市において，冬季イベントにお
けるゴルポッカの実践を行なった。冬期間使用しないグラウンドを活用して，高齢者でも安全に冬季屋外ス
ポーツが行なえることが示唆された。
２）スポルクラブとモデル地域を結ぶ「健康スポーツ指導者人材ネットワーク」の実施（達成度：90％）
（1）訓子府町で活動を進めている介護予防サポーターの継続的実施を確保するため，現介護予防サポーターへ
のフォローアップを訓子府町福祉保健課と連携して行なった。町福祉保健課の主催する介護予防事業でのサ
ポート活動など介護予防サポーターの実践場面が増加した。構築された介護予防サポーター養成プログラム
の汎用性を探るため，平成24年度から行なっている，夕張市保健福祉課と連携し介護予防サポーター養成講
座を2014年２月から３月にかけて引き続き行なった。対象者を募集する方法についての課題を解決するため
に，健康運動指導士による体験プログラムを各地域で開催し，対象者の増加につなげることができた。
（2）平成24年度に引き続き指導者養成プログラムの開発のための，スポルクラブスタッフの指導技術向上研修
会を開催した。スポルクラブ学生スタッフに向けたトレーニング指導技術や接遇に関する研修会を通年にわ
たり週1度の頻度で開催した。また，本学の健康運動指導士養成カリキュラムと連動し，健康産業施設等現
場実習の実習先として活用することができた。
（3）江別市及び千歳市の総合型地域スポーツクラブに向けた健康スポーツプログラムの指導実践を行い，指導
力向上に関する評価基準を作成する。
　　江別市総合型地域スポーツクラブ「きらり」において，６月から10月の第１期，11月から２月の第２期，
計20回小学生を対象に３・４年次学生が指導実践を行った。更に地域スポーツクラブ普及のため，10月５日
に「きらりスポーツフェスティバル」で体力測定会を行った。指導に当たった学生の気づきの変容を検証し，
指導技術の向上につながったことが明らかになった。平成24年度新規に千歳市体育協会との連携で始めた幼
児対象イベント「みんなで遊んで元気ＵＰ！」を継続実施した。授業と連携させ学生がプログラムを作成し，
指導を担当した。参加児童の保護者によるアンケートから，学生が子どもに交じって一緒に運動することを
期待していることが明らかになった。千歳市体育協会では今後も同市のスポーツ振興に大学と連携を望んで
おり，各市のスポーツ振興事業において運営や指導ボランティアの需要があることがわかった。また，平成
26年３月15−16日に大阪市で行われた「日本発育発達学会第12回大会」に参加し情報収集を行った。
３）モデル地域における持続可能な「生涯スポーツ支援システム」の実施（地方市町村の健康スポーツ活動の自
立化（達成度：90％）
（1）身体状況，社会活動の実施状況を経年的に把握し，社会活動に着目して「健康スポーツプログラム」の影
響を検討したところ，体力測定会・運動教室・野外イベントを含めたプログラム全体では，地域における高
年齢者の健康・運動活動への関心の高まりと社会活動の増加に貢献した可能性を認めた。「運動教室」のみ
の影響に限ると，多様な状況にある高年齢者において，社会活動に対する運動介入の影響は代償・促進・維
持などいくつかの方向性を持って関与することが示唆された。平成25年６月からは豪雪寒冷地域である倶知
安町において同様のプログラムを開始している。
（2）介護予防事業を行なう北海道の各自治体に対して，介護予防事業の実態アンケート調査を行なった。回答
のあった88自治体では，運動器の維持向上を目的とした介護予防事業は多くの市町村で行われていたが，事
業評価に課題があった。また認知機能の維持向上を目的とした介護予防事業の実施は少なかったが，必要と
する自治体が多かった。
４）クアフィットネスを活用した「生涯スポーツ支援プログラム」の構築（達成度：100％）
（1）学内スポーツクラブ会員を対象に世代間交流に対する意識調査の結果を元にプログラムを改良し，最終的
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研究論文等公表状況
に公開講座にて継続的なプログラム（全３回）を実施し，普及させた。プールでの多世代間交流プログラム
の内容の一部はDVDにまとめられた。
＜自然体験活動グループ＞
１）自然体験活動指導者養成プログラムのカリキュラム作成と評価法に関する研究とまとめ（達成度：95％）
　本学の野外教育に関するカリキュラムを骨子に３ヵ年のステップで構成する自然体験活動指導者の養成プロ
グラムの試案を策定した。養成プログラム１年目は，野外教育に関する授業を通じて理論と実践の両側面から
自然体験活動を行うために必要な知識と技術を習得する基礎的なステップとし，２年目以降は自然体験活動指
導者に求められる専門的な知識と技術の習得するステップとして，自主研修活動や外部での指導実践（５泊以
上）を通じて，自然体験活動の指導（２年目）やプログラムの企画や運営（３年目）に関する専門的な知識と
技術の習得するステップとした。この養成プログラムの研修効果を検証するため，自然体験活動指導者養成プ
ログラム効果測定尺度を新たに開発し，養成プログラムの受講生を対象に調査を実施した。その結果，「野外
炊事における調理器具の取扱や注意事項について説明できる」，「登山の指導ができる」といった野外活動に係
わるハードスキルは経験を積むごとに向上していることが分かり，その他の資質やソフトスキルについても養
成前と比較すると有意に向上することを明らかにすることができた。
２）養成した指導者を活用した地域又は学校等との連携事業の実施とそのまとめ（達成度：100％）
　地域の自治体や教育委員会，地域スポーツクラブと連携し，軽登山やウォークラリー，スノーシューハイク，
室内レクリエーションなど６つの連携事業を実施した。各事業の企画や運営，指導は養成プログラムを受けた
学生スタッフが中心となって行ったことから，養成プログラムの成果（学び）を地域に還元することができた。
［論文発表］
・小坂井留美，上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一：北海道在宅高年齢者の社会活動から
みた「健康スポーツプログラム」の影響．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，5：1−8，2014．［査
読付］
・花井篤子：水中運動を活用した多世代間交流プログラムの開発とその有用性．北翔大学北方圏生涯スポーツ研
究センター年報，5：95−100，2014．
・青木康太朗，粥川道子：大学のカリキュラムを生かした自然体験活動指導者養成プログラムの開発に関する研
究. 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，5： 73−83，2014．
・花井篤子：水中運動を活用した多世代間交流プログラム─学内スポーツクラブ会員を対象とした意識調査と公
開講座の結果を元に─．日本世代間交流学会誌，4：1−8，2014．［査読付］
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力：雪上歩行方法による歩容パラメー
タの違いについて．北海道の雪氷，32：92−95，2014．
・花井篤子：水中運動を活用した多世代間交流プログラム．北翔大学短期大学部研究紀要，52：1−8, 2014．
・青木康太朗：冬季自然体験活動における教育効果に関する研究，日本生涯教育学会論集，34：27−36，2013．［査
読付］
・青木康太朗，粥川道子：自然体験型健康増進プログラム「スマイル・ウォーク」の実践とその効果.キャンプ
研究，16：23−29，2013.
・上田知行, 本多理紗，大坂依里，小川裕美：閉じこもり予防を目的とした訪問運動教室実施報告．北翔大学北
方圏生涯スポーツ研究センター年報，5：67−71，2014．
・上田知行，相内俊一，鳥井直人，東海林繭子：北海道地域市町村における介護予防事業調査報告．北翔大学北
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方圏生涯スポーツ研究センター年報，5：61−66，2014．
・増山尚美：地域スポーツクラブにおける大学生のかかわり～指導後の振り返りによる学生の気づきについ
て～，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，5：85−94，2014．
［学会発表］
・Kozakai, R., Ueda, T., Ide, K., Oda, S., Honda, R. and Aiuchi, T.: Health and behavioral characteristics as 
predictors for continuity of the physical fitness checkups among community-dwelling older people in Japan. 
The19th annual congress of the European College of Sport Science，2014.（学会抄録投稿中）
・青木康太朗：大学のカリキュラムを生かした自然体験活動指導者養成プログラムの開発に関する研究，関西野
外活動ミーティング2014，大阪府，大阪府立男女共同参画・青少年センター，2014. 3
・青木康太朗，粥川道子：高齢者を対象とした自然体験型健康増進プログラムの実践とその成果，日本レジャー・
レクリエーション学会第43回学会，宮城県，東北福祉大学，2013. 11
・白川和希，柚木孝敬，松浦亮太，大塚吉則，連長順，ロガイエ・アフルンデ，矢野徳郎：随意呼吸によって膝
伸展筋の皮質脊髄路興奮性は増大する．日本生理人類学会第69回大会，同志社大学，2013. 10. 26−27.
・連長順，有光琢磨，山中亮，アフルンデロガイエ，白川和希，柚木孝敬：仰臥位の一定中強度長時間運動にお
ける心拍ドリフトの要因．日本生理人類学会第69回大会，同志社大学，2013. 10. 26−27.
・花井篤子：水中運動プログラムを活用した多世代間交流─学内スポーツクラブ会員を対象とした意識調査と公
開講座の結果を元に─.日本世代間交流学会第４回全国大会，東京都健康長寿医療センター研究所，2013．10．5．
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力：雪上歩行時の歩容パラメータおよ
び酸素摂取量に対する雪上歩行具の影響.第68回日本体力医学会，東京都，2013. 9. 21−23.
・上田知行，小坂井留美：産学官で協働した介護予防事業の取組，日本体育学会第64回大会，滋賀県草津市，
2013. 8. 28−30.
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力：雪上歩行方法による歩容パラメー
タの違いについて．2013年度日本雪氷学会北海道支部研究発表会，札幌市，2013. 5. 17−18. 
［その他研究成果の公開］
・花井篤子：水中運動を活用した多世代間交流プログラムDVD，５分22秒，mp4形式，2014.2.
─　　─166
＜トータルサポート研究分野＞
共　同　研　究　課　題 研　究　分　野
北海道型スポーツ振興システムの構築 トータルサポート研究分野
構
　　　
成
　　　
員
氏　　名 所属学校・研究機関等名 学部・学科・一般教育・研究所等名 職　　名
川初　清典
竹田　唯史
吉田　　真
山本　敬三
吉田　昌弘
小田嶋政子
小田　史郎
沖田　孝一
佐々木浩子
木下　教子
杉岡　品子
高橋　一雄
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学非常勤講師
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
人間福祉学部・医療福祉学科
生涯学習システム学部・学習コーチング学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター研究員
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
専 任 講 師
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
研 究 員
平成25年度の共同研究計画
＜研究分野全体＞
１）本研究センター内に設置したサポートシステムの試行，評価，修正を行う。
＜健康サポートグループ＞
１）健康相談室によるスポル内サポート
　健康相談室を中心とした継続的サポートの実施と有効性に関する研究を継続して行い，前年度の反省をもと
に更なる充実を図る。スポル会員を対象として，調査内容を元に相談を充実させる。個別の相談ができるよう
な環境づくりに努める。睡眠相談を受け付け，介入研究へとつなげる。
２）介入研究
（1）季節サイクルをふまえた運動と睡眠，精神的健康度の関連について
季節サイクルに合わせて身体活動量と睡眠，精神的健康度がどのように変動するかについて検討する。身体
活動量と睡眠は質問紙調査に加え，2週間のアクティグラフ，ライフコーダ測定を用いて評価する。北方圏
地域の問題を鑑み，特に継続的な運動実施が冬季の身体活動量確保と睡眠の維持に有効かどうかという視点
から検討する。
（2）睡眠時無呼吸症候群該当者を対象とした介入研究
　これまでのデータの解析により，睡眠時無呼吸を含む睡眠障害が必ずしも心身の健康状態と相関しないこ
とが明らかとなり従来の健康指標に加え，脳神経系の健康状態を示す血液指標を測定し，睡眠時無呼吸を含
む睡眠障害との関連を調べる。前年度の研修で学んだ脳機能評価方法も活用する。
　前回に脱落例が多かったこと，また特に高齢者では，運動療法が難しい例も多数みられたことを考慮し，
簡便で安全な睡眠時無呼吸への介入方法を検討する。一つの方法として歌唱療法の有効性を検証する。
　介入研究に関連して睡眠時無呼吸のメカニズム解明のためのMRI画像を用いた研究も引き続き行う。
３）遠隔地のサポート
　サポート教員による出張相談から保健師等の地元の専門家を介した相談システムへの移行など，遠隔地のサ
ポート体制を確立する。その利用頻度等から，有効性に関する調査を行う。
＜競技サポートグループ＞
１）フィールドテスト・体力測定の実施
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平成25年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
（1）フィールドテストの実施（５月，12月）
　本学体育系学生団体に所属する学生対象に，フィールドテストを５月，12月に実施する。平成23年度に実
施したフィールドテストの項目に加え，姿勢の評価，足圧分布の評価を実施する予定である。
（2）スキー選手（高校生選手20名，大学生選手20名）を対象として体力測定を実施する。測定結果を選手へ
　フィードバックし，体力トレーニングの内容についてアドバイスを行い，サポート活動を実施する。また，
スキー選手の体力測定データを収集し，基準値作成のための基礎的な作業とする。また，各種スポーツ選手
の体力測定を実施できるシステムについて検討する。
２）フィールドテストのバイオメカニクス的手法による検証
　平成23年度に実施したジャイロセンサを用いた検証方法を発展させ，リアルタイム３次元動作分析装置（モー
ションキャプチャ）と床反力計を利用し，フィールドテストの妥当性と信頼性を検証する。対象は男子30名と
する。測定に利用するモーションキャプチャは業者からレンタルする予定である。９月の実施を予定している。
計測種目は，H23年に実施した「バランス」「ベンチ」に加え，フィールドテストで実施したホップテストな
どを対象とする。
３）スポルアカデミーの実施
　競技者，コーチおよび医科学サポーターを目指す人を対象に学術講座スポルアカデミーを年10回実施する。
研究成果を選手・コーチへフィードバックする他，本研究分野の専門性に関する内容のレクチャーを行う。
４）アスリートを対象としたトレーニングサポート活動の実施
　北海道スキー連盟モーグルチーム，北海道ボブスレー連盟強化指定選手，本学スキー選手などを対象として
競技力向上を目的としたサポート活動を実施する。
＜健康サポートグループ＞
１）健康相談室を中心としたスポル内サポート（達成度95％）
・研究センターのサポート体制強化として，健康相談室の開設を行った。平成25年度には，参加者が定着する
６月以降から活動を開始し，計11回の健康相談室を開設した。相談内容は，免疫力をつけるための食事や，
嫌いな野菜をどう食べさせるかといった食に関する相談が主であった。健康相談室ではこうした相談業務の
ほか，書籍の貸し出し，個々人の相談に応じた料理等の紹介，料理サンプルを用いた食生活指導を行った。
加えて，新聞記事等による最新情報の発信を行った。また実践的なサポートの試みも行った。このような実
践的なサポート活動は，いずれも参加者に好評であった。３年間の総括として，相談者の数は少なかったも
のの，相談者にとっては専門家のアドバイスが心強い支えになっていることから，健康相談を継続的に受け
られる仕組みを作ることができたことは大きな成果であったと考える。
・スポルクラブ会員を対象に実施した調査結果について解析を進め，学会発表ならびに論文としてのまとめを
行った。「食」については，食意識には季節差が認められなかったものの，食行動は春から秋にかけて改善
する傾向がみられた。またBMIが25以上の人は春季で21.8%，秋季で13.7%であったことから，北方圏では
逆に秋から春にかけての運動支援や食生活支援の重要性が示唆された。
・「精神的健康度」については，身体活動を継続しているスポルクラブ会員のうち，６割以上が良好な状態を
示した。社会的活動状況が良好な状態にあると考えられ，それが生活への満足度を向上させたと考えられる。
しかしながら，9％の者は精神的健康度で良好な状態ではなく，それらの者は身体活動を実施していても睡
眠の問題を抱え，食事を楽しむなどの食生活の満足感を得られていないことが明らかとなった。
２）介入研究
（1）季節サイクルをふまえた運動と睡眠，精神的健康度の関連について（達成度：70％）
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・北海道安平町民を対象とした調査について解析を進め，学会発表ならびに論文化を行った。本調査は季節
サイクルを考慮するため，夏季（７−８月）と冬季（１−２月）の2回行った。アクティグラフやライフコー
ダによる介入実験を行うには至らなかった。
・夏季に比べて冬季にどう変化するかについて，「身体活動量が減少する」と回答した人は全体の58％，「屋
外での活動量が減る」と回答した人は66%に上った。48.6％が「冬季に外出する怖さが増える」と回答し
ており，凍結・積雪路面での転倒などの怖さから冬季は外出を控えることが考えられた。加えて「食べる
量が増える（30％）」「憂鬱さが増す（36％）」「眠れない状況が増す（12％）」と冬季に悪化する人が増え
る傾向がみられた。
・夏季調査の結果では，健康の維持が期待できるほどの身体活動量を維持している群において，「食事量を
調整している」「良好な睡眠が得られている」人の割合が有意に高いという結果が得られた。
・冬季調査では，十分な身体活動量を確保できている人とできていない人の睡眠に有意差は認められなかっ
た。その理由として，十分な身体活動量を確保できていない人においても除雪作業によってある程度の身
体活動量が確保されていたことが影響したと考えられた。
・夏季，冬季の両方から回答の得られた185名の分析を行ったところ，年間を通じて身体活動量が充足して
いる人は全体の48％，充足していない人は31％であった。また夏季のみ，冬季のみに身体活動量が充足し
ている人はそれぞれ14％，６％であった。全体としては冬季に比べて夏季の睡眠が悪い結果が認められた
が，夏季のみ身体活動量が充足している人では，夏季と冬季の睡眠に有意な季節差は認められなかった。
（2）睡眠時無呼吸症候群該当者を対象とした介入研究（達成度：80％）
・介入研究ならびにトレーニング方法に関する研究について解析を進め，学会発表ならびに論文化を行っ
た。肥満と関連の深い睡眠時無呼吸症状を改善するための介入方法に関する基礎的検討を実施した。高齢
者における歌唱による介入効果を検討し，学習や記憶等と深く関連する脳由来神経栄養因子が介入後に増
加することを明らかにした。
・北方圏では冬季の運動療法に制限があることを踏まえ，室内でも可能であり，また血流制限を併用するこ
とで高強度の負荷を必要としない筋力トレーニング方法の臨床応用について研究を重ねてきた。筋力向上
を目的とした場合，運動期・休息期を通じて継続的に行うことが代謝的負荷を亢進させること，断続的血
流制限においても，負荷量を40%1RM以上に増加させることで同等の代謝的負荷となり得ることを示し
た。さらに通常のレジスタンストレーニングは，動脈硬化に悪影響を与える可能性が懸念されているが，
血流制限を併用した本法では，悪影響を与えず，むしろ血管機能（心臓足首血管指数，CAVI，足首上腕
血圧比，ABI）が改善する可能性が示唆された。
３）遠隔地のサポート（達成度：90％）
・北海道の遠隔地域の健康づくりをサポートする仕組みとして，①その地域が抱える問題や健康ニーズを明ら
かにする，②調査結果をもとに適切な健康づくりの支援方法を立案・実施する，③実施した支援の効果を検
証するという流れで進めるシステムを考案した。本研究グループでは，主に①のアセスメント調査と③の介
入結果の検証を行うシステムを構築した。介入効果を検証するシステムづくりについては，健康スポーツ研
究分野と連携しながら，赤平市での体力測定者を対象とした健康・生活に関するアンケート調査を実施した。
介入効果を検証するまでには至らなかったが，運動量が少ないグループは多いグループに比べて不眠傾向が
強いことが明らかとなった。
・前述した北海道安平町との共同で実施した調査研究の成果は，同町の「健康寿命延伸事業」において活用さ
れた。また調査結果をダイジェスト版の報告書にまとめて配付するなど，町民への健康増進啓発にもつながっ
た。
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＜競技サポートグループ＞ 
１）スキー選手の体力測定の実施（５月，11月）（達成度90％）
・スキー選手（高校生選手20名，大学生選手20名）を対象として体力測定を実施した。測定結果を選手へ
フィードバックし，体力トレーニングの内容についてアドバイスを行い，サポート活動を実施した。また，
スキー選手の体力測定データを収集し，基準値作成のための基礎的な作業とした。
２）フィールドテストの実施（５月，12月）（達成度90％）
・本学体育系学生団体に所属する学生対象に，フィールドテストをシーズン開始時の４−５月，シーズン終了
時の11−12月に実施した。対象人数は延べ179名であった。平成24年度に作成したデータベースを基に，フィー
ドバックシートを作成した。フィードバックシートには，個人の経時的変化，所属競技団体における相対評
価などのデータを記載し，個々の選手の体力レベルの現状と課題についてフィードバックした。
３）スポルアカデミーの実施（達成度90％）
（1）平成25年６月８日，９日　参加者：25名（下川ジャンプ少年団）
テーマ：「テイクオフ動作のバイオメカニクス1」，「栄養学セミナー」
講師：山本敬三（北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科）
　　　蜂谷　愛（管理栄養士）
時間：８日15：10～17：00，10日11：30～12：00
概要：スキージャンプ選手および指導者を対象に，１日目にバイオメカニクスの講習を行った。バイオメカ
ニクス講習会ではテイクオフ動作に着目し，動作メカニズムと最適動作の多様性についてレクチャー
した。栄養学セミナーでは，選手個々の昼食をテーマに，栄養と体調管理の関連性についてレクチャー
した。
４）フィールドテストのバイオメカニクス的検証実験の実施（達成度70％）
・バランス評価のフィールドテストの妥当性と信頼性をバイオメカニクス的に検証した。運動課題には，体幹
のトレーニングとして用いられている「ベンチ」を取り上げ，被験者10名を対象に３次元動作解析装置を用
いて体幹部の安定性を定量的に分析した。また，超音波画像診断装置を用いて，体幹部の安定性に寄与する
体幹周囲筋（腹直筋，腹横筋，内外腹斜筋）の筋厚を測定し，体幹周囲筋の形態変化についても分析した。
５）冬季スポーツ選手へのトレーニングサポートの実践（達成度80％）
　冬季スポーツ選手へのトレーニングサポートの実践
（1）北海道スキー連盟モーグル選手のトレーニングの実施
・６月～10月まで北海道スキー連盟のモーグル選手のトレーニングのサポート活動を実施した。
（2）北海道ボブスレー連盟強化指定選手へのトレーニングサポートの実施
・北海道ボブスレー連盟と連携し，強化指定選手へのトレーニングサポート，およびコントロールテストの
実施支援を行った。
（3）大学生選手へのトレーニングサポートの実施
・本学スキー部選手を対象としてトレーニングサポートを実施した。
・また，アルペンスキー選手を対象としたタイム分析・サポート方法について検討し，全日本選手権出場選
手のタイム分析と技術分析について明らかにした。　
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研究論文等公表状況
［学術論文］
・小田史郎，竹田唯史，小田嶋政子，沖田孝一，木下教子，近藤雄一郎，佐々木浩子，杉岡品子,高橋一雄，山
本敬三，吉田真，吉田昌弘：北方圏生涯スポーツ研究センターにおけるトータルサポート活動について. 北翔
大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，5：105−113，2014． 
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，吉田 真，吉田昌弘，山本敏美：アルペンスキー選手を対象とした体力特
性とトレーニング指導に関する研究．北方圏生涯スポーツ研究センターにおけるトータルサポート活動につい
て. 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，5：125−133，2014．
・山本敬三，竹田唯史：第６回国際スキー科学学会（ICSS）への参加報告．北方圏生涯スポーツ研究センター
年報，5：143−155，2014. 
・吉田昌弘，吉田真：しゃがみ込みテストと足関節背屈角度の関係．北翔大学生涯スポーツ学部紀要，5：37−
42，2014. 
・佐々木浩子，小田史郎，木下教子：中高年の身体活動実施者における精神的健康と食生活の関連．人間福祉学
部紀要，17：75−85，2014．
・近藤雄一郎，竹田唯史：アルペンスキー競技回転種目におけるタイム分析とストック・ワークのタイミング分
析．北海道体育学研究，48（1）：1−8，2013.［査読付］
・沖田孝一，小田史郎，竹田唯史，川初清典：寒冷地における運動と健康．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セ
ンター年報，4：1−5，2013.
・小林匠，吉田昌弘，蒲田和芳：足関節の既往歴、足関節機能、スポーツパフォーマンスの関連性，臨床スポー
ツ医学会誌，21（1）：112−118,2013.［査読付］
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Gait and Posture，38：132−135，2013.［査読付］
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・北海道スキー連盟と連携し，スノーボード選手の体力測定およびトレーニングサポート実践を行った。
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−19. 
・Takeda Tadashi, Kondo Yuichiro, Yamamoto Keizo: Time analysis of giant-slalom and slalom in alpine ski 
competition. In: Muller E, Kröll J, Lindinger S, Stoggle T, Pfusterschmied J（Eds.）， Book of Abstracts, 6th 
International Congress on Science and Skiing. 144, Salzburg,Austria, 2013. 12. 14−19. 
・木下教子，佐々木浩子，小田嶋政子，小田史郎，杉岡品子：中高年運動継続者の食生活意識調査─季節間にお
ける比較─. 第64回北海道公衆衛生学会，札幌市，2013. 11. 8−9. 
・小田史郎，佐々木浩子，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行，高橋克年：健康づくりのための身体活
動基準2013と夜間睡眠との関係. 第68回日本体力医学会，東京都，2013. 9. 21−23. 
・佐々木浩子，小田史郎，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行：高齢者における運動実施と不眠の関
係．第68回日本体力医学会，東京都，2013. 9. 21−23. 
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，川初清典：アルペンスキー大回転競技におけるタイム分析─第90回全日本
スキー選手権大会を対象として─．日本体育学会第64回大会，立命館大学，2013. 8. 28. 
・山本敬三，坪倉誠，呉広鎬，杉本つばさ：スキージャンプ・テイクオフ動作における空力特性の計測．日本体
育学会第64回大会，立命館大学，2013. 8. 28−30. 
・小田史郎，佐々木浩子，小田嶋政子，木下教子，杉岡品子，上田知行，村上純一，高橋克年：生活習慣病の予
防が期待できる身体活動量の確保は睡眠にもよい影響を及ぼすか.日本睡眠学会第38回定期学術集会，秋田市，
2013. 6. 27−28. 
・沖田孝一，絹川真太郎，筒井裕之：慢性心不全における運動耐容能規定因子：過去から現在. 第19回日本心臓
リハビリテーション学会，仙台市，2013. 7. 13−14.
・Sasaki H, Oda S, Kinoshita N, Okita K. : Seasonal differences in the life-style and mental health in middle 
and old age sports club members living in a northern area, 18th annual congress of European college of 
sports science, Barcelona, Spain, 2013. 6. 26−29.
・Taniura T, Okita K, Takada S, Sato T, Morita N, Sawada E. : Effect of music therapy on brain function as 
assessed by levels of brain-derived neurotrophic factor. 18th annual congress of European college of sports 
science, Barcelona, Spain, 2013. 6. 26−29.
・Horiuchi M, Sato T, Kadoguchi T, Okita K. : Evaluating the impact of blood flow restriction training on 
vascular function. 18th annual congress of European college of sports science, Barcelona, Spain, 2013. 6. 26-
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